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研究成果の概要（和文）：室町時代から江戸時代までの公武上層社会における香文化のうち、薫物（たきもの）
文化について記述した文献を調査研究し、薫物の製法の考案と相伝に関する史実及び伝承を収集、整理して検証
した。これにより、薫物文化の中世から近世までの実相と、奈良時代以降の史的変遷の解明に努めました。特
に、室町時代以降に行われたとされる「新作薫物」（平安時代以来の伝統的な薫物とは材料、趣向、名称の異な
る新たな種類の薫物）の発祥と実相、史的変遷について、研究期間内に精査した文献の内容から跡付けるととも
に、江戸時代前期の上層社会に薫物の流派の存在した可能性と、主要な流派の特徴について明らかにした。

研究成果の概要（英文）：I researched articles about the culture of Takimono or incense-burning in 
the overworld of Imperial Court and Shogunate from the Muromachi era to the Edo era.  I collected 
the historical facts and the traditions concerning Takimono, which were about compounding and 
inheritance of that, then I analyzed those texts.  By those research activities, I elucidated the 
remarkable side and the historical transition of Takimono from the Medieval times to the early 
modern times.  Especially, I proved the existence and the peculiarity of ‘Shinsaku Takimono’ or 
newly-born fragrances by the method of the philology.  Shinsaku Takimono is new kinds of Takimono 
which began to appear in the Muromach Period.  Takimono of this sort was different from the brand 
and tradition maintained from the Heian Period on.  In addition, I pointed out the possibility that 
there was the school of Takimono in the overworld during the first half of the Edo era and 
elucidated the characteristic of the main school.

研究分野： 日本文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 日本の薫物文化については、日本古典文学
の分野を始めとして、書誌学、医薬・本草学、
ならびに日本文化史学などの分野において
も、それぞれの「周辺領域」として研究され
てきた。例えば、鎌倉時代以降に成立したと
される『源氏物語』の古注釈書では、物語本
文の解釈や登場人物の准拠した実在の人物、
或いはその薫物の流行した時代といった事
柄の推定と検証に役立てられてきた。これら
の勘物は、後世の注釈書にも継承され、近代
以降の注釈書や学術研究論文の中でも、通説
として尊重されている。 
 一方で、『源氏物語』からも、後世の薫物
文化に少なからぬ影響が及ぼされている。例
えば、『原中最秘抄』と同時代の建長年間以
前に類纂されたと伝わる薫物の伝書「焼物
（たきもの）調合法」には、薫物の芳香や効
能について説くくだりにおいて、先行する薫
物の伝書の説と並んで『源氏物語』梅枝巻に
おける薫物の描写が引用されている。また、
それらの伝書に処方の載録された薫物の種
類は、同じ梅枝巻に名前のあがったものが大
半を占める。『源氏物語』は、作り物語とし
て読み手の嗜好に影響を及ぼすとともに、薫
物の道における理想的な指標、いわば薫物の
根本を解き明かす言説として珍重されるよ
うになり、伝書の中に教義として取り入れら
れ、後の薫物文化を方向付けた可能性が推察
されるのである。 
 王朝古典文学作品の表現及び内容は、室町
時代以降に新たに考案されたと伝わる種類
の薫物（以下、「新作薫物」と称する。）の、
処方内容及び名称にも影響を及ぼした可能
性がある。室町時代の文化人は、香道のいわ
ゆる名香や茶道具の呼称の主題を、日本古典
文学作品の表現に求めたことが知られてい
る。足利義政の東山山荘で開催された名香合
と薫物合の詳細を記録した書と伝わる『五月
雨日記』によれば、新作薫物 5種類の名称も
また歌詞から採られたと云う。新作薫物の文
献上の初例は、文明 10 年（1478）年に開催
されたこの薫物合と見なすことが、通説とし
て行われている。江戸幕府の開祖徳川家康の
蒐集品の中にも、新作薫物数種類の銘と処方
が報告されている。 
 『五月雨日記』の書誌と内容には不明な点
が多く、十分な史料性を備えているとは言い
難い。そもそも新作薫物については、上記の
伝書や研究成果の他に、発祥時期や銘の由来、
文化としての変遷を詳しく検討できるよう
な資料研究成果が、残念ながら提出されて来
なかった。ただし、研究代表者による研究開
始前の調査において、『五月雨日記』に記載
のある薫物合の実施以前に考案されたと伝
わる新作薫物数種類を載録する文献を確認
していた。 
 また、通説には、薫物文化が室町時代に隆
盛した香道と入れ替わるようにして衰退し
たと考えられてきたが、近年の本間洋子氏

（『中世後期の香文化；香道の黎明』, 2016
年）及び研究代表者（『薫集類抄の研究；附・
薫物資料集成』, 2014年）による研究により、
室町時代以降も皇室及び公武の有力者を中
心に愛好、珍重され続けたのであり、平安時
代には無かった新たな種類が考案されて継
承されるなどの文化的発展を遂げた可能性
の高いことが明らかになっていた。 
 
２．研究の目的 
 室町時代から江戸時代までの公武上層社
会における香文化のうち、薫物（たきもの）
文化について記述した文献を調査研究し、薫
物の製法の考案と相伝に関する史実、伝承を
収集、整理、検証することにより、薫物文化
の中世から近世までの実相と、奈良時代以降
の史的変遷の解明を目標とした。特に、室町
時代以降に行われたとされる「新作薫物」（平
安時代以来の伝統的な薫物とは材料、趣向、
名称の異なる新たな種類の薫物）の発祥と実
相、史的変遷について、研究期間内に精査し
た文献の内容から跡付けるとともに、江戸時
代前期の上層社会に存在したと伝わる薫物
の流派の系譜と特徴を明らかにすることに
努めた。 
 研究代表者は、『薫集類抄』を始めとした
平安時代後期から室町時代後期までの薫物
の伝書の資料研究と成果発表に努めてきた。
これまでに検討してきた資料の大半は、伝統
的な種類の薫物を主体とした類纂であり、新
作薫物について記述した伝書の資料研究や
内容の検討したことはほとんど無かった。た
だし、上記の研究の参考資料として、室町時
代中期から江戸時代中期までに皇族、貴族、
武士により類纂ないし書写されたと伝わる
100 点以上の文献の本文を収集し、新作薫物
119 種類の処方と調合法を載録する本文デー
タの入力と集積してきた。これらを新作薫物
の研究の資料的基盤として精査、構築し直す
ことにより、新作薫物の全容解明に向けた一
歩としたい考えであった。 
 
３．研究の方法 
 平成 26 年度には、主として専修大学図書
館菊亭文庫及び東京大学史料編纂所所蔵徳
大寺家本並びに京都大学附属図書館菊亭文
庫に収蔵される貴重書の、閲覧及び書写又は
撮影又は複写等による資料収集調査を実施
するとともに、収集資料の全文ないし要所の
釈文を作成した。これらの釈文の内、薫物の
処方や調合法については、薫物書データベー
ス（仮称）に入力して段階的にテキストの精
査及び内容分析を行った。 
 また、薫物書の伝承に記載される江戸時代
以前の人物の閲歴に関する資料調査及び史
跡等の踏査も行い、新たな業績の発掘と検証
に努めた。 
 収集資料及びそれらの分析結果に基づいて、
所属学会におけるポスター展示や所属研究
会における口頭発表、学術研究論文の執筆を



行う等、研究成果の公開による社会との対話
の実現に努力した。これらの内、所属学会に
おけるポスター展示に際しては、和文及び欧
文による配布資料を作成し、海外からの来場
者や日本語を母語としない参加者にも積極
的に配布及び説明を行って、薫物という日本
の伝統文化についての情報提供と認知度の
向上に努めた。 
 平成 27 年度には、昨年度に引き続き、専
修大学図書館、東京大学史料編纂所、京都大
学附属図書館に収蔵される近衛家及び今出
川家関係の貴重書の閲覧及び書写又は複写
といった方法による資料収集調査を実施し、
全文ないし要所の釈文を作成して電子デー
タ化し、構築中の薫物書データベースに蓄積
することにより、テキストの精査と内容分析
を行った。 
 平成 27 年度の成果は、所属研究会におけ
る口頭発表、所属研究会等の刊行する学術研
究誌における論文発表という形で公開した。
また、広く社会に向けて成果を還元する目的
から、多様な分野の研究者及び市民を対象と
したアウトリーチ活動として、所属学会及び
関連分野における国際研究集会での成果物
のポスター発表も積極的に実施した。ポスタ
ー展示会場では、香炉を用いる等して、研究
協力者により復元された新作薫物の香りを
来場者が鑑賞できるようにした他、復元した
薫物の詳細について詳しく解説した和文及
び英文の配付資料も配布して、日本の薫物文
化の歴史と実相についての体感的かつ詳細
な理解が可能になるよう努めた。 
 平成 28 年度には、京都大学附属図書館に
収蔵される今出川家関係の貴重書の調査研
究を前年度に引き続き実施して成果を論文
化するとともに、研究期間中に収集した薫物
書の釈文を引き続き薫物書データベースに
搭載して、テキストの精査と内容分析を行っ
た。 
 以上の活動の他に、薫物書の伝承に記載さ
れる江戸時代以前の人物の閲歴に関する資
料調査及び史跡の踏査も引き続き行い、実在
の人物の薫物に関する新たな業績及び人脈
の発掘と検証に努めた。 
研究の進捗状況は3年間を通じておおむね順
調であったが、研究計画を立案した当初には
予想できなかった事態により、次の 2件の計
画の変更及び延期を余儀なくされた。第一に、
最終年度に計画していた海外所属学会にお
ける成果発表については、期間内に開催され
た大会の趣旨に本研究の方向性及び成果が
合致しなかった為、これを補完する目的から、
昨年度及び今年度に国内において開催され
た国際研究会において、研究成果に基づき復
元した薫物の現物を展示して来場者に実際
に触れていただきながら成果についての紹
介及び質疑を行う、ワークショップ形式での
ポスターセッションを実施した。第二に、本
補助事業の内定と時を同じくして 69 件 154
点の新出資料の所在が明らかにされたこと

から、構築中の薫物書釈文データベースに大
幅な拡張の必要が生じた。これらの新出資料
の調査研究及びデータベースへの入力には
数年にわたる活動計画及び予算を要するこ
とから、本研究に継続する形での新たな研究
計画への公的資金の助成を申請中である。 
 
４．研究成果 
 平成 26 年度には、構築中の薫物書データ
ベースに新たに収集した処方及び調合法の
データを搭載して検索範囲を拡張すること
により、秘伝書間のテキストの比較検討精度
の向上及び特定事項の検出の迅速化を図る
ことができた。これにより、特定の処方や調
合法の流通経路について従来以上に多様な
時代性と来歴を伴う文献から跡付けること
が可能になった。 
 平成 27 年度には、薫物書の伝承に記載さ
れる江戸時代以前の人物の閲歴に関する文
献調査及び史跡踏査も行い、新たな業績の発
掘と検証に努めた。収集資料は前年度に引き
続き構築中の薫物書データベースに搭載し
た。また、産業界で薫物を含む芳香剤の研究
開発及び継承に取り組む香化学の専門家、及
び中学校教育の現場において科学研究に取
り組む理科教諭及び理科系の学問に関心を
持つ生徒に協力を依頼して、火薬を含有する
新作薫物の復元及び試用を実施した。以上の
取り組みにより、江戸時代前期の上層社会に
薫物の複数の〈流派〉（「勅方（流）」、「三条
流」、「中院流」等と呼ばれる。）と宗匠が存
在した可能性を示唆する文献について報告
することができた。また、室町時代から江戸
時代にかけて流行したと見られる、火薬を配
合した新作薫物の復元と公開（使用の様子は
映像にて展示した。）も実施して、薫物文化
の実相及び多様性を実証的に確認すること
ができた。 
 平成 29 年 3 月末現在で、構築中の薫物書
データベースには、薫物の処方 1,203 点、及
び薫物の調合法 922 点、及びその他記述 64
点を登載することができた。 
 薫物書データベースを活用することによ
り、特定の人物の氏名や略称を検索値に設定
して関係するとされるテキストを検出した
り、特定の香具をある一定の分量により配合
した処方を検出したりすることができる。こ
れにより、薫物の文献に精通していなくても、
ある処方の正統性の検証や先後関係を含む
影響関係の解明等が可能になった。研究期間
中に発表した学術論文及び口頭発表の論旨
の構築は、既にこのデータベースを活用して
行っている。 
 構築中の薫物書データベースは、現在確認
中の新出資料の閲覧調査及び釈文データの
登録が完了し次第、段階的に公開したい考え
である。これにより、古代から近代にわたる
薫物文化の実相と史的変遷について文献学
的に跡付ける為の研究資源として社会に還
元することが叶えば幸いである。 
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